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「ハックルベリー・フィンの冒険」
について
?
田 豊
　「ハックルベリー・フィンの冒険」について屡々引用される批評はヘミ
ングウエイの「すべての現代アメリカ文学は『ハックルベリー・フィン』
と呼ばれるマーク・トウェインの1冊の本から生れ出ている」1）という言
葉であろう．ヘミングウェイは更に言葉を続けて「この作品を読むなら，
少年達から黒人のジムが盗まれる所でやめなければいけない．それが本当
の終りなのだ．残りはごまかしである」2）と述べている．
　これは32章からはじまるフェルプス農場のエピソードが不要であると
主張する代表的意見であり，他にもこの部分を失敗と考える意見は多い。
　Leo　Marxは彼のアメリカ文学の講義を受けている学生の中であの途方
もないジムの救出計画と結末そのものに失望しない学生はごく少いと述べ
ている3）．
　トウェインの研究家であり熱烈な讃美者でもあるBernard　DeVotoも
トム・ソーヤーの登場に始まるフェルプス農場でのジム救出の冒険談には
好意的な評価はしていない4）．
　1948年ライソハート版の序文でLionel　Trillingはこの・」・説を「形式と
文体において，ほとんど完壁な作品」5）と賞讃し，「ジムの逃亡についての
トム・ソーヤ腎の念入りな計画に付随する作者の唯一の計算ちがいがこの
作品の欠陥である6）」とこのエピソードが長すぎることは認めているが，
それでも「ある形式上の適合性」7）を持っていると述べている．それはハ
ックを「無名の存在にもどし，主人公の役割りをあきらめさせ，自分の好
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きな背景に姿を消えさせるための工夫」8）であると考えている．
　1950年にはT．S・Eliotがこの作品の結末をそのまま肯定する意見を
Cressett　Library版の序文にのせている．　　　　　　．
　この年代にはひきつづいて「ハック・フィソ」について多数の論文が発
表されているが特に1953年Leo　Marxは“Mr・Eliot，　Mr・Trilling　and
Huckleberry　Finn”の中で結末の部分に肯定的な評価をしているこの2人
に反論して，「河の流れはハックとジムを奴隷地域へと運び，作老の願い
を失敗に終らせるこの現実の矛盾を解決できなかった彼はバーレスク風の
結末にして問題を回避している」9）と述べて，ヘミングウェイ同様結末の
部分を失敗と結論づけている．
　これに対してJames　M．　Coxはこの結末に肯定的で「この旅の目的は何
か．この問題からこの小説に関する議論は全て始まる。……この結末に失
望することはこの旅の意味を発見しはじめることである」10）と述べている．
　ハックとジムのミシシッピー下りの旅の意味をどのように解釈するかに
よって結末の部分の意義と評価が決まるのである．
　私見ではこの結末に多くの人が失望し当惑することこそこの作者の狙い
であると思われる．
　この旅行について考える時，考慮にいれなければならないのはこの作品
の成立過程である．
　トウェイソは「トム・ソーヤーの冒険ゴを完成した1876年の夏にその
続篇として「ハック・フィン」を書きはじめている．「トム・ソーヤー」
の最後の章に書いたダグラス夫人の家でのハックの経験を書こうと考えて，
その年に原稿で400ページほど書いだとW・D・H・wellsに書き送った手
紙が書翰集に残っている．
　この作品の成立年月について詳しい研究をしたBernard　DeVoto　と
Walter　Blairによると大体筏が蒸汽船に衝突したあたり，つまり16章の
終りあたりまではこの年に書かれたらしい。ここまで筆を進めたあとで作
者がこの作品を余りすぐれたものと考えておらず，ひとまず棚あげにする
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か又は燃してしまおうかとも思っていたこともHowellsへの書翰から明ら
かにされている，
　肉筆原稿とタイプ原稿を詳しく調べたDeVotoの研究によると，7年後
の1883年，トウェインはミシシッピー旅行から戻った後で残りの26章
を完成したことになっている11）．
　しかし，Walter　Blairはトウェインの伝記の中で1878年の夏に「王子
と乞食」’と「・・ック・フィン」を交互に書いたと述べているAlbert　Bigel・w
Paineの記述に基づいて，　DeVotoの意見では全くの空白期間に，この作
品をある程度書きつづけていた証拠をいくつかあげている．
　いつれにしても，この作品が“River　Idy】1”と呼ばれる「トム・ソーヤ
ーの冒険」の続篇として書きはじめられ，完成に7年を要し，完成の直接
のきっかけはミシシッピー旅行であることには変りがない．
　トウェインが再び筆を進めた10章では筏が転覆し，岸にあがったハッ
クはグレンジャフォード家に厄介になる．この家とシェパードソン家の争
いは「ミシシッピーの昔」（1883年のミシシッピー旅行はこの紀行文を書
きあげるための取材が目的であった）に書いたDarnell家とWatson家の宿
恨のエピソードがそのまま利用されているし，この中の1章“The　House
Beautiful”にある南部の大邸宅の描写はグレンジャフォード家の室内描写
と著しく似ている．王様と公爵の村芝居の話も，この中で回想しているハ
ンニバルにやって来た二人の英国人が上演したリチャード三世の立ちまわ
りの場面がヒントになっていることは明らかである．
　この取材旅行以前に書かれた「ミシシッピーの昔」の第3章では，トウ
ェインは昔の筏乗りの生活を説明するために「ハック・フィン」の一節を
そっくり引用している．もうすぐカイロに着くのかどうか知りたがってい
るジみのために，ハックは筏乗りの流す筏にこっそりあがって彼等の話を
盗み聞きするこの場面は何故かその後この小説からは削られている．
　こうした事実は「ハック・フィン」とミシシッピー河の傍で過した作者
の少年時代の想い出との血縁関係を示めすものであり，’トウェイン自身も
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「ハソニバルに住んでいた頃を小説の材料に使うのは，以後の生活が材料・
に乏しいからではない．材料に使うほどには興味が持てないからだ」12）と、
言っている．
　・・ックとジムの筏の旅を詳しく検討してみるとEM．　Branch13）やLeo・
Marx14）が指摘しているように多くの矛盾した点が発見できる．
　まず第1に主人公のハックは筏に乗って逃亡する必要はない。追われて
いるのは主人の家から逃げだし，ハック殺しの疑いをかけられたジムだけ
である．自由になろうとするジムをつれた旅の方向は，目的と反対に奴隷
制を支持する深南部に向かっている．
　11章で旅行がはじまり15章に到ってやっとカイロで「筏を売って汽船：
に乗り，自由州の問を通ってオハイオ河をさかのぼる．そして難儀からぬ
けでる」15）と旅行の計画が示めされるのも妙に悠長な話である．16章でカ
イロを通過してしまったことが判ると，カイロに戻って行くのに必要なカ
ヌーが手に入るまでは筏の旅を続けようと考えることも矛盾なら，又．そ
の後カヌーが手に入ってもこの計画を実行しないのも納得がいかない．
　汽船に筏が衝突してジムと離れ離れになったハックがグレソジャフォー
ド家に世話になっている間ジムのことを心配している様子がないことも本
来この旅がジムへの友情から始まっているほど親密な二人の間柄から考え．
て不自然といえる．
　18章で2人が再会し，19章から31章にわたる王様と公爵のエピソード
では話の中心は2人のペテン師に移り，ハックもジムも自分達の旅行の目
的について考えている様子は見えない．2入の詐欺師の言いなりになった
後31章でジムを売られてしまったハックが「この長い旅のあとでおれ達
があの悪党どもにあれほどつくしてやったのに，何もかも駄目になり，何
もかもぶっこわれ，こなごなになってしまった」16）と嘆く時，ひどく間の
びした印象を与えるのは当然であろう．
　もし筏とミシシッピーのかわりにトラックと北部に向かう高速道路があ
ったとしたら作者は2人を旅の目的にかなった北部に向かわせただろうか
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．というと決してそうはしなかった筈である．
　何故ならトウェインにとっては自分が隅々までよく覚えている（パイロ
ットになるには，1，200マイルの問，両岸の地形はもちろん，砂州の位置
まで暗記し，真暗闇の中でも船を誘導できなければならないと「ミシシッ
ピーの昔」に彼は書いている）ミシシッピーの自然の中を二人がのんびり
と筏で旅行し記憶の中に生きている南北戦争前の，荒々しい，血生臭い，
暴力に満ちたアメリカ南部社会を旅することこそ重要だったのだ．この旅
は作者の過去にたいするアンビバレントな感情，愛情と憎悪，哀惜と恐怖
の感情，の表現なのである．
　William　Van　O’c・皿orは構成上の欠点，矛盾を多く指摘し，この作品
1に否定的な評価を下している17）．確かに彼の指摘するところは正当である．
それにも拘らずこの作品を大人にも子供にも魅力ある文学作品たらしめて
いるのはトウェインの過去にたいする複雑な感情から生れる詩なのであろ
う．
　筏の旅への作者の潜在的な願望に導かれているハックの冒険旅行の真の
狙いは何であるのか．
　いつもおとなの古着を着，三日月形にぱくっと穴のあいた帽子をかぶり，
汁方しかないズボン吊りをし，ダブダブのズボンの裾を引きずった姿で彼
．は「トム・ソーヤーの冒険」に初めて登場してくる．自由と自然の精のよ
うな彼は自由に憧れ，拘束を嫌うセント・ピータースバーグ中の少年のア
イドルであり母親たちの嫌悪の的である．
　浮浪児ハックがジェソティール・トラディションの象徴のようなダグラ
ス夫人の家に引きとられた所で終った「トム・ソーヤーの冒険」の結末か
らこの作品ははじまる．
　ダグラス夫人とミス・ワトソンのやかましい躾，彼を“sivilize”しよう
とする努力にハックはすっかり参っている．
　しかし，やがて彼は形式的な行儀作法や規則的な生活，お祈り，のりの
ついたシャツや学校が苦痛でなくなる．
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　本質的にハックはどのような生活にも順応できる生活人であり，14才の
少年にしては現実を観る目と，生活の知恵を具えた少年で，決して“rebel”
ではない．ハックのモデルであるTom　Blankenshipが後年モンタナ州の
治安判事になって善良で平凡な市民生活を送っていることはハックの性質
と比較して興味深い．
　ハックがロマソチックな冒険小説にかぶれたトムの冒険ごっこにあきた
らず「トムの話には日曜学校のにおいがプンプンしている」18）と感じるの
は，宗教批判ではなく，自分の生活の次元で物事を判断するアメリカ開拓
民の実際的な物の考え方や懐疑精神に共通するハックの精神のあらわれで
ある．
　この小説の偉大さはそれが持つ「真実を語る力」にあるとTrillin9は述
べている19）。それは十九世紀中頃のミシシッピー河流域社会の宗教，文化，t
教育，生活習慣，人種偏見に，標準的な家庭に育ったトム達ほどには，と
らわれないハックの眼を通してはじめて可能だった．「ハック・フィン」
の真実を「トム・ソーヤー」の真実よりもっと激しく複雑なものにしてい
るのはハックの自由で素直な眼である．
　しかし，そこに彼の限界がある．彼の判断は決して思想にまで高まらな
い．この作品の中で「人間の良心には思慮分別がなく，どっちにしろその
人間を攻める．人間の良心ほど物のわからない野良犬がいたらおれは毒を
盛ってやる．良心というものは人間の体の中でほかの物全部が一緒になっ
たより大きな場所を占めながら絶対何の役にも立たない」2°）と彼なりの真
理に達しながら，彼の判断の基準は最後まで“c・mfortable”“uncomfort－
able”程度の，一種の皮膚感覚の域を出ない．彼には自分の苦悩の原因
を分析し理解するインテリジェンスはない．したがって彼はこの旅行で発
見した数々の真実によって成長することなく，作老の命ずるリポ門ターの
役を果すと再びスタートの時の彼に戻って行く．
　彼が順応しかけたダグラス夫人の家を去って旅にでるきっかけとなるの
は父親の出現であった．父親によっ・て小屋に監禁された彼はやがて「おれ
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には手や顔を洗い，皿で食事をし，櫛を使い，規則正しく寝起きし，いつ
も本に頭を使わなくてはならず，その上，ミス・ワトソンがいつもガミガ
ミ言うダグラスさんの家がどうしてあんなに好きになったのか理解できな
くなった」21）．
　彼がここから逃げだしたのは父の乱暴が彼を“uncomfortable”にしたか
ちであり，彼の小屋脱出の目標はより“comfortable”生活である．
　彼の旅は“Quest　for　freedom”22）ではなく“Flight　from　tyranny”23）である．
本来積極的な意味を持たないこの旅には「成功」，「失敗」もなければ，ま
たハックが旅の終りで「再びインディアン準州へ逃げださなくてはなるま
い」と考えることを「敗北」を意味すると考えねばならぬ理由もない．ハ
ックにとっては“comfortable”であればどうでもいいことなのだから．
　ハックの人生には「戦い」はない．トム・ソーヤーには人生の成功者に
なりうる俗物性があるが，自分に向けられた攻撃に反撃する力のないハッ
クには弱者の持つ自己防衛本能が具わっている．
　ハックの嘘つきの才能はこの本能のあらわれである．偽装殺人事件に始
まり，トムの偽物であることが判って結未となるこの小説のあらゆるエビ
装一ドには必ずハックの嘘が含まれている．彼は嘘をつくことにより社会
から自分を保護し，現実との摩擦をさける．
　明るく，楽天的な外面にかくれたハックの暗い，ペシミスティックな一
面は次の場面で象徴的に語られている．
　「ところで，丘の頂きのはずれに着いた時，トムとおれが村を見下ろす
と，3つか4つ灯火が見えた．多分病人がいたのだろう．頭の上では星が
輝き，村のそばにはたっぷり幅一マイルあるひどく静かで大きな河があっ
た」24）．
　この箇所を引用してTrillingは「この3つか4つのさびしい灯火を病気
で夜を過ごしている灯光と見なしていることがハックの性格を特色づけて
いる」と述べている25）．
　この場面には彼の他人の苦しみにたいするやさしい思いやりと同時に彼
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の暗い人生観が感じられる．
　Trillingは・・ックが何かにつけて“lonely”と言うことを指摘している
が26），更に注意を惹くことは，彼が困った時，しきりに「死んでしまった
方がいい」とか「死んで何もかも済んでしまえばいい」という表現を使う
ことである．自分が間違ったことをしたと思う時（Trillingは・・ックは間
違っていると思うことをすることによって正しいことする．それがこの作
品のアイロニーであると述べている27）），「小さい時‘hSらまともに育ってい
ない」とか「育ちが悪いので」とか「おれが悪くなるように育てられたの
が悪いので」と反省する．
　ハックの生得的な堕落に対する自覚と謙虚さはキリスト教社会の傲慢さ
と好対照をなし，彼が「後家さんその他の善人が一番興味を持つのは悪党
やのらくら者なんだから」と言う時，鋭い調刺となる．　　　　　’
　このように積極性を欠く人生観の持主には守るべきプライドも，戦う目
標も，理想もない．あるのは現実に的確に反応していくリアリストの眼で
ある．．
　「正しいことをするのが面倒で，間違ったことをやるのが面倒でなく，
報いが全く同じなら，正しいことをやる勉強をして何の役にたつ」と考え
て「何でもその時一番便利なことをやろう」28）という結論に到達した彼にと
つては現実に対する譲歩は苦にならない。ハックにとっては万事が“com－
fortable”であればよいし，自分の生活が平和であることが一番大切なの
だ．だから，2人の筏にのりこんだ自称公爵と王様が偽物と判っていても
1「2人がおれたちに王様とか公爵と呼んで貰いたいのなら，家庭の平和が
保てる限りおれは別に反対しなかった」29）のだ．
　ハックには悩みも問題も起らなかった筈だった．
　しかし白人の彼が黒人のジムに対して人間的な感情，友情を抱く時問題
が起きる．これはハックが住む社会の掟に叛くことでありs更に深刻な問
題は彼が意識するとしないに拘らず，彼の中には19世紀のミシシッピー
流域社会の白人が持っている“conscience”があることなのである．日曜
12工
学校の教えではハックのように奴隷を助けることは地獄の業火に焼かれる
ことになる．ハックがジムを人間として意識すればするほど彼の良心は現
実との妥協を許さなくなる．
　トウェインは黒人ジムの自由への旅を助けることによって本人の予想し
なかった問題がハックの心の中に起る瞬間をストーリーの転回点にしてい
る．
　16章と31章に書かれているこの問題だけを捕えればこの作品のテーマ
は［少年から大人への成長と大人としての倫理的責任を引きうけること」30）
と言う評価も成りたつ．そしてこの観点にたつとフェルプス農場のエピソ
ードは作者の“improvisation”であり，悪趣味なバーレスクであり，この
作品の欠陥という結論になる．
　トウェインは16章と31章のあとにそれぞれ9章ユ0章にわたってハ
ックの高貴な苦悩と対照的な低俗で醜悪な人間の姿を並べている．16章以
前の“River　Idyl1”の持つ明るい調子と異なり17章以後トウェインの重
点は暗い社会批判に傾むいている．そしてフェルプス農場のエピソードは
ハックとジムの人間関係と河沿いの社会の実体という二つの対照的要素に
下した作者の結論なのである．
　この旅は11章でジャクソンズ島から町の様子を見にでかけたハックが，
行方不明になっているジムが自分を殺した犯人と思われおり，この島にも
追手が来ると知り「おれ達は追われているのだ」と叫んだ時から始まる．
この時無意識に使った”us”がハックのジムに対する感情を現わしている．
　最初の目的地であるカイロに近づいた時，「ジムがほとんど自由だ」と
いうことが判った時，ハックは自分の立場に気づく．彼は逃亡奴隷を助け
ていることになるし，その上，その奴隷はハックにとっては迷惑であった
r・けれども，彼に親切にしてくれた善良なミス・ワトソンの財産である．ハ
ックは他人の財産を盗んでいることになる．
　TriUingが「ジムが奴隷の状態から脱けだすのを助けようと決意する時，
彼は英雄的な人物になる．その行為をめぐる彼の闘いのはげしさは彼が排
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斥している社会に彼自身どれほど深く身をひたしているかを暗示している
31）」と述べているように，孤児として育ち，トム達より社会の伝統的な価
値基準の影響の少いハックでさえも彼を支配している価値観を克服できな
い．彼は物を盗む悪と奴隷制の悪を比較するまでには到らない．
　ジムを助けている自分の行為にハックがためらいを感じる1つの理由は
この行為によって世の中が彼にとって住みにくい場所になることを本能的
に感じとっているからである．ハックは社会の掟に叛くことを恐れている．
　ハックは逃亡奴隷を探しに来だ白人に，彼の筏に乗っているのは白人か
黒人かとたずねられた時，
　「おれはすぐ返事をしなかった．しようとしたのだか言葉がでて来なか
った．1，2秒の間，おれは勇気をだして喋べろうとしたが，勇気がでな
かった一おれにはうさぎほどの勇気もなかった．自分が弱気になっていく
のが判った．そこで無理するのをやめ，思いきっていった．
　『白人です』32）」と答える．
　この時ハックは社会の掟に叛いたことになる．彼はこの時どうすべきだ
ったか後になって考えるのだが，自分の悩みを客観的に理解する能力のな
い彼は「行きづまってこれに答えることができなかった」．
　トウェインはこのエピソードの前に，更に根本的な問題である，彼のジ
ムに対する人種意識の解消を示めすエピソードを配置している．
　カイロに着く1日前の夜，霧の中で2人は離れ離れになってしまう．霧
が晴れてハックが筏を発見した時，ジムは眠りこんでいた．ハックは眼を
さましたジムが彼の無事な姿を見て喜ぶ時，これまでの出来事は全部夢だ
と信じこませ，その夢を解釈させてから，この事件が現実にあった証拠を
示めす．
　「これが何をあらわすだと．これから話して聞かせてやる．大骨折とお
まえさまの名前を呼ぶことですっかり疲れて寝入った時おらはおめえさま
が見えなくなって悲しくてたまらず，もうおらと筏に何が起ころうとかま
わなかった．目をさましておめえさまが生きて達者で帰ってきたのを知っ
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た時，涙がでた．おらはよつんばいになっておめえさまの足にキスするこ
ともできた．それほど有難かった．ところがおめえさまの方はどうしたら
この老いぼれジムをだますことができるかってことばかり考えていたんだ．
そこのガラクタはゴミだ．友達の頭に泥をかけて恥ずかしがらせる人間は
ゴミだ」33），
　ジムのこの言葉には「人聞的な愛盾の誇り，真の威厳を具えている誇り
の一ρ」34）がある．　ハックは「思いつめ，ニガーの前へ行ってへりくだる
ことができるまでには15分はかかったがおれはそれをやったし，その後
も後悔していない」35）
　ハックのジムにたいする白人としての優越意識は消えた．ジムを対等の
人間として認めることと，さきにあげた白人達からジムをかばう行為は同
一のモラルに基づく行為である．しかし，個人的な関係では素直に何の後
悔もなく反応できた彼は，そこに社会の行動規範が介入してくると，自分
の行為が正しいのか，間違っているのか判らなくなる．Branchが指摘し
ているように「決して自分の悩みを知的に理解することはない」36）ハック
にはこの時代この地方の白人社会から受けついでいる良心と，純粋に人間
的な良心との葛藤が理解できない．
　トゥェィンは純朴な黒人と人間としての純粋さを失っていない浮浪児と
の人間的な理解と友情を悠々と流れるミシシッピー河のおおらかな自然を
背景にユーモアをまじえて画いている．
　ここまで話の調子を明るく，高揚させておいて作老は目的地を過ぎた所
で筏を転覆させる．この事件はフェルプス農場で作者が示めす結論を暗示
している．
　17章以後，作老は「聖老の共同体」37）である筏を南北戦争前の南部社会
へと導き，これまで主人公であった二人は目撃者に変り，奴隷制，宿恨，
リンチ，殺人，似非キリスト教道徳等が中心になる．
　その導入部として，南部の貴族社会とそのモラルを典型的に示めすグレ
ンジャフォード家とシェパードソン家の宿恨のエピソードが用意されてい
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る．
　この社会では正義感にあふれ，弱者への同情心に富み，礼儀正しく，人
間としてのすぐれた美点を持つ人達がこの社会の掟にしたがって無意味な
争いに命を落し合う．
　ここから逃げだしたハックは「ほかの場所はまったく窮屈で息がつまる
ような気がするが筏はそうではない．筏の上にいるととても自由で気楽で
安楽な気持」38）になる．筏は河岸の人間社会と対照的な理想社会を象徴し
ている．
　ニセの公爵と王様のエピソードになるとこの作品の内容は更に暗さをま
す．Van　Wyck　Brooksが「これらのエピソードに表現されている人間への
侮蔑は年をとるにつれて，トウェインが次第に露骨に自分の口から語って
いるものと同種のものである」39）と述べているようにこのエピソードの暗
さはペシミズムと病的な罪悪感に悩まされた作者の老年期の陰欝な人生観
につながるものである．しかしトウェインが自伝の中に書いている少年期
の想い出の中に感じられる意外なうす気味の悪い暗さはそれが作者の過去
の記憶と根深いつながりをもっていることを証明している．伝記の中のハ
ンニバルの町には「ハック・フィン」の南部の町の雰囲気がある．そこに
は同じような血生臭い暴力が充満している．たとえばささいな理由でなぐ
り倒され，目の前で息をひきとった黒人．酔っぱらいにボーイナイフで刺
され，血を流して死んだカリホルニア移民の青年．’年老いた叔父を押えつ
けて，頭にピストルをつきつけて，引き金をひく2人の屈強な青年女世
帯の家を襲い，その家の主婦にマスケット銃で射殺された酔っぱらいの事
件等々40）．
　トウェインはこうした事件を目撃したあと必ず悪夢に悩まされたと書い
ている．
　トウェインの心の中の地獄の案内役をつとめるのが2人のニセ貴族であ
ることは南部の貴族社会にたいする作者の皮肉であろう．彼はこの2人に
「胸の悪くなるような」冒贋行為を次々と実行させる．
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　まず自称王様は野外集会で改心した海賊に化け，人々の同情をひいて義
摘金をだましとる．
　次に2人は彼等の上演したシエクスピア劇に観客が集まらないので「婦
人子供入場お断り」の演し物を上演するというふれこみで客を集め，入場
料を集めて逃げてしまう．
　旅の途中2人はピーター・ウィルクスという人物が死に，その親戚がイ
ギリスからやってくるのを家族が待っていることを知り，その親戚になり
すまし，遺産を奪おうと考える．
　死者を利用し，家族，友人たちの悲しみ，同情を利用したこの計画には
ハックでなくても「人間というものがまったく恥しく」41）なる醜悪さがある．
　この胸の悪くなる茶番劇はやがて本物の親戚が到着して幕になる．
　トウェインの眼はこの2人の詐欺師の悪どい行為に丈ではなく，この2
人にだまされ，ふりまわされる群集にも向けられている．
　2人のニセ者の叔父たちとメアリー・ジェーンたちが抱きあって故人の
死を悲しむ時，「こうなると群集は誰も見たことがないほど感動し，1人
残らず泣き崩れ，手放しでワーワー泣き，可哀想な娘たちも同様だったが
女たちは殆んど誰も彼も，何もいわずに娘たちの所へ行って，おごそかに
額にキスをし，次に手を頭にあてて涙を流しながら，天を見あげ，ワッと
泣きだしてからシクシク涙をふいて次の女と交代した．こんな胸糞の悪い
光景を見たことがない」42）
　安っぽい海賊の改心話に感動して涙を流す，善良だが，感傷的で愚かな
群集，この人達にも作者の辛辣な批判と残酷な嘲笑が浴びせられている・
　ここで感傷的な涙を流す群集はシャーパン大佐に射殺された哀れなボヅ
グズ老人の最後の様子を真似し，真似させて酒のやりとりをする無神経さ
と，一度煽動されるとシャーパン大佐をリンチにかけようとしたり，2人
の詐欺師をコールタール漬けにし羽根飾りをつけて処刑したり，野良犬を
ひまつぶしにいじめる残酷さの持主であり，又1人の大佐に威圧されてし
っぽをまく臆病者の集りでもある．王様と公爵のリソチを目撃したハック
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は「これはまったく見ていて恐ろしいことだった．人間はほかの人間につ
いてすごく残酷になれるものだ」t3）と考える．この感想には作老の人間に
対する感情があらわれている．
　徹底的に人間の愚かさ，残酷さ，卑しさ，貧慾さ等に侮蔑と呪咀を浴び
せかけたトウェインはここで，16章でしたように，話を一転させる．
　遺産相続に失敗した王様と公爵はジムを奴隷に売ってしまう．ハックは
同じ奴隷の身分でいるのなら自分の家族のいるミス・ワトソンの家に戻る
方がジムにとってはましだろうと考え，彼女に手紙でジムの居場所を知ら
せようとする．そこの行為は16章で白人に嘘をついた時より一層深刻な
悩みの原因となる．　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
　ジムの居場所を知らせることにより，ハックは社会の掟に叛いた自分の
・行為を世間に公表することになるし，「おらのことを告げ口しねえな」と
念をおしたジムを裏切ることにもなる．
　これは社会の伝統的な価値基準が彼におしつけている良心と，純粋に人
間的な良心との争いでもある．
　ハックは思いきって手紙を書く．これだけでも自分にたいする充分な懲
罰なのだ．彼は「おれの気持は羽根のように軽くなり悩みは全部消え去っ
た」と感じるが同時に「河を下る旅のことを思うとジムの顔がおれの心を
離れず，昼間も夜も月夜の時も嵐の時もおれたちは話し合い，歌を歌い，
そして笑いながら河を下ったのだ．どういう訳かジムにたいして無情な感
じを持つことができない」44）と思う．
　ジムを犠牲にして自分を救うか，ジムを救うことにより自分が地獄にお
ちるかの選択を迫られて，彼は「よし，それなら地獄へ行く」と決心し，
手紙を破き，ジムをもう一度奴隷の身分から盗みだそうと考える．
　人間としての真情がハックに社会と神の掟を破らせ，自分の意志として
地獄を選ばせたのだ．
　従ってジム救出の場面は，河岸の社会とは対照的に美しいものとして画
かれてきたこれまでの話の筋から考えても，最も崇高な，英雄的な行為が
127
行われる場面になる筈である．
　実際にそうなればこの作品はAdamsの主張するように「1人の人間の
成長」を主題にした作品になる．
　しかし，トウェインは一挙に全てを否定するアンティ・クライマックス
を用意して読老の度胆を抜いている．
　「ミシシッピーの昔」の中でトウェインは，世界が進歩をつづけていた
ところへ「妖術を使うサー・ウォルター・スコットがやってきて独りでこ
の世界の進歩の波を阻止し，いな後退すらさせた．彼は夢と幻をもって世
界を魅了するのであるが，彼はまた衰退し，頽敗した宗教や政治や，社会
の空虚な虚偽の壮麗さや，騎士道等々で人々を1光惚とさせた一まことに
スコットは南部にたいして測り難い害悪をなした」46）と書いて，南部の貴
族主義のモラル構築にスコットー派の騎士道物語や，ロマンティックな物
語が役立っている点を徹底的に攻撃している．
　トム・ソーヤーが冒険ごっこに冒険小説を利用したように，トウェイン
はハックの最も崇高な行為を材料に，同じような冒険小説を利用して，冒
険ごっこを演じさせ，ハックやジムばかりでなく全ての人々をも振りまわ
し，嘲笑している．そのための計画は思いきって念入りでしかも大げさで
馬鹿げたものでなくてはならない．全てはトウェインお気に入りのトム・
ソーヤーが中心になって，彼が冒険小説からえた“style”に従って行われ
る．ちょうど，南部社会がスコットー派のロマン文学の“style”に基づい
て行動したように，
　トウェイソはジム救出を悪ふざけのたねに使ったばかりでなく，最後で
ジムはミス・ワトソンの遺言によりニケ月前から自由の身になっていたこ
之をトムの口から皆に知らせる．
　ジムとハックの懸命の逃亡も，ハックの苦悩も全て無意味になってしま
った．作者は結末でこの作品の中に画いた人間の高貴で純粋で美しい要素
をすべて否定してしまった．ハックもジムも喜劇を演じ終えたあとは姿を
消すだけである．
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　　残っているのはハックの眼を通して語られた残酷で無知で貧慾で卑劣…
…あらゆる醜悪さを具えた人間の姿である．　　　　　　　　・
　　この結論に導くことこそマーク・トウェインの狙いであり，旅の目的だ
ったのである．
　　The　Adventures　of　Huckleberr］Finnのテキストは　The　Complete　Novels　of　Mark
Twain・voL　I（Doubleday，1964）．を使用．
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